【府民文化部長】

・府ホームページは、平成８年からオープンしており、建て増しを繰り返してきたため、検索がしにくいということや、ユニバーサルデザインへの対応が十分でないなどの問題があった。今回、一括して管理するシステム「ＣＭＳ（Contents Management System）」を導入し、８月５日０時に全面リニューアルオープンする。

・各部局とも移行作業をいただいているが、今晩、日付が変わると同時に現行のページは消去される。そのため、各部局とも、必ず本日中に移行確認をいただきたい。

【広報課長】

・ＣＭＳの導入メリットは、４点ある。１点目は、各事業ページを共通フォーマットにして、　統一感を出したこと。２点目は、簡単に職員が作成・更新できるようになることから、迅速に情報提供ができること。３点目は、外部からの不正アクセスに強いということ。２年前の府ホームページへの不正アクセスによる２週間の停止が、ＣＭＳ導入の契機にもなった。４点目は、ユニバーサルデザインへのより一層の配慮がされているということ。

・トップページ中央では、大画像の写真でイチオシの事業や実施中のイベントを、キャッチコピーと共に、スライドショーのように表示させる。写真をクリックすると紹介ページにリンクする。

・「イベントカレンダー」では、府内で行われる様々な催し情報を分かりやすく掲載する。日付をクリックするとその時点で開催中のイベントを表示するほか、地域ごとの表示も行う。

・「ようこそ知事室へ」では、項目を整理し、重点化した。戦略本部会議や部長会議については、トップページへ移した。また、知事の顔写真の横には、これまではご挨拶を掲載していたが、知事のおすすめイベントや出席される行事を紹介していく。

・事業ページでは、部や課の仕事を所属長の顔写真入りで、統一フォーマットにより分かりやすく紹介。事業名をクリックすると、事業ページにリンクする。最下層のページでは、各部局の独自性を発揮していただきたい。

・ユニバーサルデザインの項目では、文字の読み上げや、ふりがなを振る、表示色や背景色を変更できるといった機能を有するソフトをダウンロードすることができるようにした。ＰＤＦファイルは読み上げに対応できないものが多いため、各部局でも、単独で掲載しないなど、ユニバーサルデザインへの配慮をお願いしたい。

・各部局長も、府民目線での確認をお願いしたい。明後日から、民間出身の広報課参事を中心に、各部局への個別のアドバイスを開始する。

【小河副知事】

・出先機関のホームページも含まれているのか。

【広報課長】

・含まれている。

【知事】

・論理的に整理されたと思うが、感性に訴え、イメージを浸透させることも重要。例えば、大阪産（おおさかもん）など、府民の方に多く目に触れてもらいたいものがある。ホームページの中心に位置するスライドショーをどう使うか、工夫が必要。各部局から、様々な事業の掲載希望が出てくると思うが、きちんと精査してほしい。より良いホームページになるよう、皆で徹底的に議論して進めてほしい。

【広報課長】

・各部局の事業をあれもこれも掲載するのではなく、部局及び企画室と調整して決めていく。

【木村副知事】

・評価の管理も重要なことから、アクセスの管理・分析などもしっかりやってほしい。できるようになっているのか。また、サーチエンジンオプティマイゼーション（Search Engine Optimization）の考え方も重要。例えば、Googleでの検索に引っかかりやすくするような仕組みも導入しているのか。

【広報課長】

・アクセス管理はできるようになっており、またご報告していく。検索については、現状でも既に実施しているが、今後もしっかりやっていく。
